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第15次水道事業経営審議会において

諮問「健全経営の持続に向けた考え方と料金水準について」

に関する今後の審議予定内容

第7回

（R8.5月頃）

第8回

（R8.7月頃）

第9回

（R8.9月頃）

第5回

（R7.11.21）

諮問「健全経営の持続に向けた考え方と料金水準について」

投資財政計画（シミュレーション条件、収益的収支と資本的収支、経営努力の取組など）

近年の料金改定実施状況（全国・大阪府）

料金算定シミュレーションの提示（シミュレーション案、基本料金割合と逓増度など）

水道料金算定の仕組み（総括原価方式など）

答申案 その他審議

諮問審議の意見整理

答申

1

第6回



第15次水道事業経営審議会において

諮問「健全経営の持続に向けた考え方と料金水準について」

に関する今後の審議予定内容

第7回

（R8.5月頃）

第8回

（R8.7月頃）

第9回

（R8.9月頃）

第5回

（R7.11.21）

諮問「健全経営の持続に向けた考え方と料金水準について」

投資財政計画（シミュレーション条件、収益的収支と資本的収支、経営努力の取組など）

近年の料金改定実施状況（全国・大阪府）

料金算定シミュレーションの提示（シミュレーション案、基本料金割合と逓増度など）

水道料金算定の仕組み（総括原価方式など）

答申案 その他審議

諮問審議の意見整理

答申

2

第６回審議
のポイント

「財政状況」への認識

「料金改定の必要性」など

「第7回審議」における議論の

材料にしていただく回

第6回



近年の全国・大阪府における

料金改定の実施状況について

すいすいビジョン2035
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第15次
吹田市水道事業

経営審議会

第６回

収益的収支と単年度純損益
シミュレーション条件

主な経営努力の取組

今後の審議内容

投資財政計画について

資本的収支と建設改良工事費
シミュレーション条件
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P.70～P.73

投資財政

計画

水道施設の整備（更新・耐震化）に対する投資

財政収支の見通し
（収益的収支・資本的収支、運転資金残高、原価）

持続可能な水道事業経営に向けた考え方
（効率化・健全化のための取組方針、財政計画の目標設定）
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収益はほぼ横ばい

費用は増加

純利益が減少

（R7決算見込み・R8当初予算反映）

（R7決算見込み・R8当初予算反映）

（R7決算見込み・R8当初予算反映）
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収益的収入

給水人口 吹田市第４次総合計画の推計値を採用

有収水量

供給単価

加入金 近年の最低金額を採用

長期前受金戻入 第７章_施設整備計画2035における施設整備の内容を反映

その他 過去3年間の平均値を採用

節水や一層の少量使用化が進むものとして推計
給水収益

収入の約9割が「給水収益」です

収益的支出 「水づくり」や「維持管理」に掛かる費用です
資機材
労務単価
上昇

将来的な
人口減少 使用水量の

減少

料金収入
の減少

職員給与費 人事院勧告による給与改定の影響を大きく受けたR7予算の数値をベースに推計

動力費 過去実績値を基に計画期間内の水運用状況の変化を反映

修繕費 過去3年間の平均値及び第７章_施設整備計画2035における施設整備の内容を反映

委託料 過去3年間の平均値及び第７章_施設整備計画2035における施設整備の内容を反映

受水費 過去実績値を基に計画期間内の水運用状況の変化を反映　受水単価は現行料金

固定資産除却費 第７章_施設整備計画2035における施設整備の内容を反映

減価償却費 第７章_施設整備計画2035における施設整備の内容を反映

その他 過去3年間の平均値を採用
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片山浄水所
水処理施設更新

工事

片山浄水所・泉浄水所
連絡管布設工事

建設改良工事費が

増加

（R7決算見込み・R8当初予算反映）

（R7決算見込み・R8当初予算反映）

（R7決算見込み・R8当初予算反映）
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13

資本的収入 収入は、ほぼ「企業債」による収入です

資本的支出 水道施設整備（更新・耐震化）に掛かる費用が大半を占めます

企業債 第７章_施設整備計画2035における事業費の規模に応じた企業債借入れを実施

国庫補助金 計上せず

その他 他会計負担金（消火栓設置費）は過去3年間の平均値を採用
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年 度

すいすいビジョン2035計画期間

南千里分岐から片山浄水所までの送水管の整備

片山浄水所場内の整備
泉浄水所の配水機能を

片山浄水所に集約

古くなった水道管の更新（8ｋｍ/年）

2026～2035

総事業費

367億円

浄配水施設整備 基幹管路整備 経年管更新 支管整備 委託料

13 億円 9 億円4 12 億円8 41 億円 01 億円

浄配水施設整備

基幹管路整備

経年管更新

支管整備

委託料

凡例

片山浄水所・
泉浄水所連絡管

片山浄水所
井戸掘削
膜処理施設増設
配水池の耐震化

泉配水幹線
布設

南千里分岐・
片山浄水所送水管布設

経年管
更新

建設改良工事費 第７章_施設整備計画2035における施設整備の内容を反映

その他 過去3年間の平均値及び計画期間内に予定しているものを計上

企業債償還金 企業債の借入れ状況を反映　償還期間40年、元利均等方式で計上
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建設改良工事費_推計値

資本的収入_推計値

資本的支出_推計値

凡例
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毎年度35億円程度の建設改良工事費（施設整備費）を予定

配水支管整備

南千里分岐・片山浄水所送水管布設工事 / 泉配水幹線布設工事 基幹管路整備

片山浄水所 井戸掘削 / 膜処理施設増設 / 配水池の耐震化 浄配水施設整備

経年管更新など

委託料

浄配水施設整備費

基幹管路整備費

配水支管新設費

経年管更新費

12.8

66.637.5

26.1 30.0

58.8

48.4

14.0

8.7

22.5

19.7

46.4

35.4

老朽化が進む水道施設の再構築事業を

着実に進め、強靭化を図る上で必要な投資
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配水支管整備

南千里分岐・片山浄水所送水管布設工事 / 泉配水幹線布設工事 基幹管路整備

片山浄水所 井戸掘削 / 膜処理施設増設 / 配水池の耐震化 浄配水施設整備

経年管更新など

12.8

66.6

37.5

26.1

30.0

58.8

48.4

14.0

8.7
22.5

19.7

46.4

35.4浄配水施設整備

3.8億円

基幹管路整備

1.5億円

経年管更新

18.5億円

耐災害性の強化 や古くなった設備・管路の更新 など

に取り組みます
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令和9年度（2027年度）から令和13年度（2031年度）まで

5年間の収支から算出した
水道事業の費用に対する料金収入の状況

P.72

（3）
原価計算

（地方公営企業法_第21条第2項）

水道料金は「公正妥当なものでなければならず、かつ、能率的な経営のもとにおける適正な原価

を基礎とし、地方公営企業の健全な運営を確保することができるものでなければならない」

（水道法_第14条第2項第1号）

「料金が、能率的な経営の下における適正な原価に照らし、健全な経営を確保することができる

公正妥当なものであること」

水道料金収入

その他収入

浄水送水費

配水給水費

支払利息

水づくり

配水管など

維持管理

事業運営

水道施設の計画的な

更新・耐震化に必要な費用

収入の部 支出の部

業務費・総係費・その他

資産維持費
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令和9年度（2027年度）から令和13年度（2031年度）まで

5年間の収支から算出した
水道事業の費用に対する料金収入の状況

現行の料金水準では、水道事業の運営に掛かる費用を

回収できない結果になっています

P.72

（3）
原価計算

水道料金収入

66.1億円

その他収入 6.7億円

浄水送水費

40.4億円

配水給水費

19.5億円
業務費・総係費
その他

11.7億円
支払利息 5.2億円

資産維持費18.1億円

水づくり

配水管など

維持管理 事業運営

水道施設の計画的な

更新・耐震化に必要な費用

収入の部 支出の部

72.8億円 94.9億円



H28
料金改定

R2
料金改定

凡例

実績値 すいすいビジョン2035_推計値

運転資金残高

物価変動などを
含んだ変動幅を
示しています
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短期的な支払に

必要な金額

17億円

30.5

37.0 38.5

48.8

（R7決算見込み・R8当初予算反映）

P.72
（2）
運転資金
残高の見通し

18



凡例

実績値 すいすいビジョン2035_推計値

企業債残高 給水収益に対する
企業債残高の割合

実績値
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すいすいビジョン2035_推計値

実績値 すいすいビジョン2035_推計値
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H28
料金改定

R2
料金改定

建設改良工事費が

増加

財源として

企業債を活用

574.9

（R7決算見込み・R8当初予算反映）

（R7決算見込み・R8当初予算反映）

（R7決算見込み・R8当初予算反映）

P.73
（2）
財政計画の
目標設定
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豊中市柿ノ木配水場
の共同化

泉浄水所の機能を
片山浄水所へ集約

泉浄水所の更新費用削減

約80億円

蓮間配水場の更新費用削減

約16億円

豊中市
柿ノ木受水場

共同化
（豊中市・吹田市）

蓮間配水場の一部

機能を移転

第一段階
（令和４年4月～）

３市共同
（吹田市・豊中市・箕面市）

ポンプ施設
１期工事

箕面市
船場東受水場

吹田市
蓮間配水場

豊中市
柿ノ木配水場

蓮間配水場の

機能停止

機能集約

中長期的な視点から水道施設整備や維持管理に係る

費用の削減につながる取組を実施しています

官民連携

施設の更新工事と
維持管理業務を
一体的に発注

維持管理業務の費用削減

約2億円

費用削減の取組

広域連携
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小水力発電の運用国庫補助金の活用 情報発信の充実（SNSの活用）

いま知ってほしい水道のこと、発信中

＠suita_suido ＠suita_suido

R5～R7見込み 1.2億円

補助金の活用など料金収入以外の財源確保

に向けた取組を実施しています

収入確保の取組など

R8予算 170万円

また、水道事業に関心を持ってもらえるような

情報発信も積極的に実施しています



近年の全国・大阪府における

料金改定の実施状況

22



【出典】「令和7年度全国水道主管課長会議 資料」国土交通省ホームページより
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料金改定の状況
（大阪府内）

平均改定率（％） 改定実施 年/月

藤井寺市 約10 令和2年10月～

吹田市 15.2 令和2年4月～

門真市 ▲9.1 令和3年1月～

枚方市 令和3年4月～
用途別から口径別料
金への変更など

富田林市
15.0 令和3年10月～

10.0 令和7年10月～

池田市 4.7 令和6年1月～

交野市 約16 令和6年4月～

岸和田市 約19 令和6年4月～

豊中市 8.9 令和7年2月～

河内長野市 21.2 令和7年10月～

東大阪市 約19 令和7年10月～

高槻市 約15 令和7年10月～

平均改定率（％） 改定実施 年/月

24

藤井寺市

枚方市

門真市

富田林市

池田市

交野市

岸和田市

豊中市

河内長野市

東大阪市

高槻市

吹田市

阪南市

阪南市 14.4 令和8年4月～



府内33市における
水道料金比較

（メーター口径20mm）
（令和7年10月時点）

1 羽曳野市 635 1 大阪狭山市 860 1 大阪市 1,920 1 大阪市 3,160

2 摂津市 680 2 羽曳野市 895 2 枚方市 2,082 2 枚方市 3,492

3 枚方市 684 3 門真市 895 3 貝塚市 2,190 3 茨木市 3,500

4 柏原市 698 4 枚方市 902 4 茨木市 2,200 4 貝塚市 3,940

5 箕面市 735 5 柏原市 935 5 堺市 2,240 5 和泉市 3,990

6 松原市 760 6 八尾市 940 6 和泉市 2,340 6 堺市 4,060

7 和泉市 775 6 藤井寺市 940 7 寝屋川市 2,364 7 守口市 4,158

8 東大阪市 780 6 貝塚市 940 8 高槻市 2,380 8 大東市 4,186

9 富田林市 795 9 池田市 950 9 大東市 2,386 9 寝屋川市 4,194

10 池田市 800 9 大阪市 950 10 守口市 2,398 10 摂津市 4,275

11 八尾市 804 11 泉大津市 958 11 柏原市 2,435 11 柏原市 4,355

12 泉大津市 806 12 和泉市 960 12 大阪狭山市 2,460 12 大阪狭山市 4,380

13 高石市 828 13 寝屋川市 964 13 門真市 2,475 13 高槻市 4,430

14 高槻市 840 14 高槻市 980 14 羽曳野市 2,495 14 羽曳野市 4,495

15 守口市 856 15 大東市 986 15 池田市 2,500 15 高石市 4,496

16 大阪狭山市 860 16 箕面市 987 16 八尾市 2,520 16 泉南市 4,545

17 堺市 872 17 堺市 1,020 17 摂津市 2,525 17 吹田市 4,550

18 藤井寺市 880 18 四條畷市 1,027 18 吹田市 2,550 18 門真市 4,555

19 門真市 895 19 守口市 1,058 19 豊中市 2,580 19 箕面市 4,587

20 岸和田市 900 20 摂津市 1,075 20 高石市 2,646 20 泉佐野市 4,590

21 大阪市 910 21 富田林市 1,132 21 四條畷市 2,657 21 池田市 4,650

22 貝塚市 940 22 東大阪市 1,134 22 箕面市 2,667 22 岸和田市 4,720

22 泉佐野市 940 23 泉佐野市 1,140 23 泉佐野市 2,740 23 豊中市 4,730

24 寝屋川市 964 24 吹田市 1,150 24 東大阪市 2,784 24 四條畷市 4,737

25 大東市 986 25 松原市 1,170 25 富田林市 2,812 25 八尾市 4,770

26 吹田市 990 26 高石市 1,196 26 松原市 2,840 26 富田林市 4,882

27 阪南市 1,010 27 豊中市 1,230 27 阪南市 2,866 27 阪南市 4,926

28 四條畷市 1,027 28 河内長野市 1,244 28 岸和田市 2,870 28 交野市 5,012

28 泉南市 1,027 29 阪南市 1,272 29 泉大津市 2,908 29 松原市 5,020

30 河内長野市 1,064 30 岸和田市 1,290 30 泉南市 2,945 30 東大阪市 5,044

31 豊中市 1,134 31 茨木市 1,400 31 藤井寺市 2,980 31 泉大津市 5,188

32 交野市 1,165 32 交野市 1,442 32 交野市 3,122 32 藤井寺市 5,330

33 茨木市 1,180 33 泉南市 1,575 33 河内長野市 3,284 33 河内長野市 5,444

使用水量

料金(円/月)料金(円/月) 料金(円/月) 料金(円/月)

順

位

使用水量
順

位

使用水量
順

位
６㎥/月

使用水量
順

位
１０㎥/月 ２０㎥/月 ３０㎥/月
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口座振替割引制度を
「適用した」場合

1請求当たり 100円割引
↑
1請求＝2か月
1か月当たり 50円割引と仮定

（税抜）



第15次水道事業経営審議会において

第6回

（本日）

諮問「健全経営の持続に向けた考え方と料金水準について」

に関する今後の審議予定内容

第7回

（R8.5月頃）

第8回

（R8.7月頃）

第9回

（R8.9月頃）

第5回

（R7.11.21）

諮問「健全経営の持続に向けた考え方と料金水準について」

投資財政計画（シミュレーション条件、収益的収支と資本的収支、経営努力の取組など）

近年の料金改定実施状況（全国・大阪府）

料金算定シミュレーションの提示（シミュレーション案、基本料金割合と逓増度など）

水道料金算定の仕組み（総括原価方式など）

答申案 その他審議

諮問審議の意見整理

答申

26
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逓増度を緩和する？

基本料金の割合は？
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H28
料金改定

R2
料金改定

建設改良工事費が

増加

財源として

企業債を活用

574.9

企業債借入れの考え方は？

第7回審議のポイント

本日（第６回）の内容を踏まえた、

料金シミュレーションをお示しします。

基本料金割合や逓増度、企業債借入れ

への考え方など

現世代と将来世代の負担のあり方と

いった観点からもご審議いただくこと

を考えています

平成28年度
（2016）

従量料金

基本料金

平成9年度
（1997）

令和2年度
（2020）

34%32%19%

66%68%81%

平成9年度
（1997）

4.5 3.6 3.3 2.9

平成28年度
（2016）

平成29年度
（2017）

令和2年度
（2020）

350円

77円

逓増度

料金改定
実施年度

最高単価

最低単価

310円

86円

310円

94円

330円

115円
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